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食品分野における戦略の方向性について 

 

１. 食品分野における本県の特徴について 

(1)製造品出荷額等の割合 

 製造品出荷額、事業所数、従業員数とも、機械、繊維産業に次いで第3位。 

 事業所数、従業員数は横ばい。製造品出荷額及び付加価値額は、大手企業の撤

退に伴い減少している。 

(2)食材 

 石川の農作物は少量多品種。 

 加賀野菜など地域資源が豊富。 

(3)食文化 

 加賀百万石の歴史と伝統から発する食文化と融合しながら、清酒・味噌・醤油

などの伝統的な発酵食品や菓子類など「食品王国いしかわ」を形成している。 

(4)１次加工施設が不足 

 １次加工施設が不足しており、結果として、県外の業者に加工を委託せざるを

えない状況が生じている。 

(5)高等教育機関の集積  

 人口当たりの高等教育機関が多い。 

(6)整備が進む産業インフラ  

 北陸新幹線の金沢開業、能登有料道路などの県内有料道路３路線の無料化、金

沢港の大水深岸壁の延伸など港湾機能の向上。 

 

 

２. 食品産業分野を取り巻く環境変化について 

(1)人口減少による国内市場縮小 

 今後10年間で国内人口は現在の石川県人口の5.6倍減少。 

 国内市場縮小への高い懸念。 

  (2)消費者ニーズの変化と新しい市場の拡大  

 中食・惣菜市場が拡大する見込み。 

 介護食市場、高齢者向け宅配サービス市場が拡大する見込み。 

 北陸新幹線の金沢開業に伴う交流人口の拡大。 

(3)海外市場の拡大 

 アジア等新興国のＧＤＰが拡大。 

 ヘルシー志向による日本食人気とそれに伴う日本酒の進出。 

  (4)少子高齢化による生産年齢人口減少 

 生産年齢人口が減少する一方、高齢者の割合が増加。 

(5)国際的な穀物価格の高騰 

 国際的な穀物価格の高騰に伴い、原材料価格の高騰の恐れ。 

資料３ 
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３．今後十年間を見据えた食品産業分野の戦略の方向性について 

 

課題① 食材、食文化、国内市場縮小 

→３－１．新商品開発 

(1)他社と差別化可能な新製品の開発 

 

課題② 食材、食文化、１次加工施設の不足 

→３－２．農商工連携の促進 

(1)農商工連携の促進 

 

課題③ 国内市場縮小、消費者ニーズの変化・新市場拡大 

→３－３．新分野の開拓 

(1)新分野の開拓 

(2)販路開拓 

 

課題④ 食文化、消費者ニーズの変化・新市場拡大（再掲）、海外市場拡大 

→３－４．食文化の発信 

(1)食文化の発信 

 

課題⑤ 国内市場縮小、食材・食文化、海外市場の拡大 

→３－５．海外成長市場の取り込み 

   (1)海外の需要を獲得する 

 

課題⑥ 生産年齢人口の減少 

→３－６．産業人材の総合的育成・確保 

(1)若手人材を確保・育成する 

(2)高度専門人材を確保する 

(3)高齢者や女性を活用する 

 

課題⑦ 1次加工施設の不足、国際的な穀物価格の高騰 

→３－７．その他（産業基盤や事業基盤の強化）  

(1)県内企業の設備投資促進 

(2)事業継承を支援する 

(3)資金調達を円滑化する 

(4)コスト低減、品質向上等の現場力を強化する 
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＜参考資料＞ 

①外食市場の推移（全国）        ②中食・惣菜市場の推移（全国） 

 

③介護食市場の推移（全国）        ④高齢者向け弁当宅配サービスの推移（全国） 

 

⑤国際的な穀物価格の高騰について  ⑥食品協会DI調査 原材料価格（前年比） 

 


